
生誕130年 没後60年を越えて　「須田国太郎の芸術─三つのまなざし」展

共催／きょうと視覚文化振興財団　　協力／京都国立近代美術館・東京国立近代美術館・京都市美術館

碧南市藤井達吉現代美術館：2023年10月28日～12月17日
大分市美術館：2024年１月５日～２月18日
西宮市大谷記念美術館：2024年３月２日～４月21日

三之瀬御本陣芸術文化館／蘭島閣美術館：2024年５月１日～６月24日
世田谷美術館：2024年７月13日～９月８日

須田国太郎資料　須田国太郎の画論
主要参考文献　須田国太郎略年譜　出品リスト　Summary

須田国太郎へのまなざし／橋本善八
須田国太郎のレアリスム論／梶岡秀一
須田国太郎の学問と絵画制作／中谷伸生
須田国太郎のグリコのおもちゃコレクション
須田国太郎と雑誌『人間』創刊号の表紙絵のことなど／橋 秀文

第４章　真理へのまなざし

「能画」のジレンマ──役者/役柄を描く／岸 文和
須田のデッサンについて／大野俊治
須田国太郎が脇正面からみた能／中尾 薫
リアルを志向するデッサン
もうひとつの「須田国太郎 能・狂言デッサン」／天野文雄

第３章　幽玄へのまなざし

滞欧期の写真と風景／湯浅ひろみ
《遺跡（サグント劇場跡）》の平面復帰
須田国太郎 留学中の足跡──周遊場所
須田国太郎の国内旅行──九州旅行を中心に／後小路萌子
須田国太郎 国内旅行の道程
須田愛用のカメラについて／井口芳夫

第２章　旅までのまなざし

須田国太郎の模写におけるテーマの展開／深谷訓子
須田国太郎と京都／中谷至宏
須田国太郎と関西の独立美術の一断面／枝松亜子

第１章　画業の歩み

ごあいさつ
須田国太郎と私／原田平作
追懐／須田　寛
須田国太郎の芸術──三つのまなざし／木本文平
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＊発行者と販売者の連絡先が変更されました。ご注意下さい。
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〒607―8154 京都市山科区東野門口町 13―1―329／ Tel：075―748―8232
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